
芦屋市保健センター 

離乳食の1日の回数：1回  

 離乳開始から1か月くらいは，離乳食の舌ざわりや食感に慣れ，上手に飲みこめるようにな

ることが目的です。赤ちゃんの様子を見ながら１さじずつ与えましょう。 

かたさ 

 なめらかにすりつぶした状態（ポタージュ状） 

進め方のポイント 

（１） まずは，十分に軟らかく煮たおかゆを“つぶしがゆ”にし，１日１回・１さじから始め

ましょう。慣れてきたらすりつぶし野菜などを，同じように１さじから始めます。さらに

慣れてきたらすりつぶした豆腐や白身魚，固ゆで卵黄をだしでのばしたものなど同じよう

に１さじから始め，赤ちゃんの状態を観察しながらゆっくりと進めます。 

（２） この時期は，たくさん食べられたということよりも，口に入った離乳食をくちびるを閉

じて飲み込むことができるようになることがポイントです。 

（３） 離乳食の後は，母乳または育児用ミルクをほしがるだけ与えましょう。

食べさせ方のポイント 

 ひざに抱いた赤ちゃんの姿勢を少し後ろに傾けるようにすると食べさせやすくなります。 

はじめての離乳食はベビーフードを参考に 

初めての離乳食作りでは，調理の状態がわからなくて困ることもありま

す。そんな時は，ベビーフードを参考にしてみましょう。ほんの少ししか食

べない離乳の初期には便利ですし，衛生的です。与える時に保護者も一口食

べて味の参考にしましょう。 

 ただし，ベビーフードは赤ちゃんの口腔機能よりも，製造上どうしても柔

らかめにできていますから，家庭で作る時は，少し固め，大きめにするとよ

いでしょう。 

 また，野菜やレバーのペーストなどのベビーフードは他の食品と組み合わ

せると，手軽に離乳食メニューのレパートリーが広がります。 

離乳食初期（５～６か月頃） 

＜くちびるをとじてゴックン食べ＞ 


